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治
タイプライタ
親族間の建物明渡し

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　一郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本　１通、相手方の戸籍謄本　１通
建物登記簿謄本　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　一郎

治
タイプライタ
タナカ　イチロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４９

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
相手方は、申立人に対し、下記建物を明渡すとの調停を求める。

　　　　　記
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、兄弟である。
２　申立人は、仕事の関係で家族と期限付きの転勤することになったため、
申立人所有の前記建物を申立人らが戻る平成＊＊年＊＊月末までという約束
で、相手方に無償貸与し、相手方は期限には必ず明渡すと約束した。
３　申立人は、期限が終わり、家族と家に戻ったが、相手方は転居先がみ
つからないとか、転居費用がないと言い、建物を引き渡してくれません。
４　申立人は、相手方と話し合ったが冷静に話すことができません。
５　申立人としては、円満に解決するために本申立をする。




